
建
築
か
ら
見
た
近
代
史
　
―
横
浜
と
西
洋
館
―

横
須
賀
工
業
高
校
　
　
木

　

村

　

芳

　

幸

私
は
、
平
成

一
三
年
七
月
末
に
神
奈
川
で
お
こ
な
わ
れ
た
全
国
歴
史
研
究
協

議
会

（通
称
全
歴
研
）
で
、
標
記
の
よ
う
な
題
名
で
、
発
表
を
す
る
機
会
を
得

ま
し
た
。
ま
た
、
同
年
秋
の
歴
史
分
科
会
研
究
発
表
大
会
で
も
同
じ
内
容
で
発

表
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の

『
研
究
報
告
』
で
は
全
歴
研
で
の
、

「多
文
化
共
生
」
や

「
西
洋
文
明
と
の
出
会
い
」
と
い
う
大
会
や
分
科
会
の
テ
ー

マ
を
生
か
す
目
的
か
ら
、
全
歴
研
大
会
で
の
事
前
レ
ジ
ユ
メ
や
資
料
を
中
心
と

し
て
構
成
し
て
ゆ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

一
、　
は
じ
め
に

①

モ
ノ
に
は
心
が
あ
ら
わ
れ
る

工
業
高
校
に
勤
務
す
る
よ
う
に
な

っ
て
気
づ

い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

は
、
モ
ノ
に
は
そ
れ
を

つ
く

つ
た
人
の
気
持
ち
や
つ
く
ら
れ
た
時
代
の
雰
囲
気

が
表
れ
る
と

い
う
こ
と
で
す
。
た
と
え
ば
、
関
東
大
震
災
直
後
の
横
浜
の
建
物

は
、
み
な
不
必
要
な
ほ
ど
柱
が
大
く
、
凋
密
で
す
が
、
地
震
か
ら
時
代
が
下
る

に
し
た
が

つ
て
柱
は
細
く
、
疎
に
な

っ
て
ゆ
き
ま
す
。

こ
れ
は
関
東
大
震
災
の
被
害
の
大
き
か

っ
た
横
浜
に
限
ら
ず
関
東

一
円
の
建
物

で
見
ら
れ
る
現
象
で
す
。
そ
の
様
子
か
ら
、
文
献
資
料
と
同
等
に
、
ま
た
、
そ

れ
以
上
に
地
震
に
あ

つ
た
人
た
ち
の
恐
怖
心
や
復
興
に
か
け
る
思
い
、
そ
し
て

地
震
の
記
憶
の
風
化
を
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

②

モ
ノ
を
見
る
目
を
養
う
。

モ
ノ
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
情
報
を
得
た
り
、
思
い
を
感
じ
取

っ
た
り
す
る
に
は
、

モ
ノ
そ
の
も
の
に
対
す
る
知
識
が
必
要
で
す
。
以
前
行
わ
れ
た
全
歴
研
沖
縄
大

会
で
は
、
大
会
に
参
加
し
た
神
奈
川
県
の
先
生
方
で
、
沖
縄
戦
に
関
係
す
る
史

跡
や
資
料
館
を
巡
り
ま
し
た
。
私
が

一
番
衝
撃
を
う
け
た
事
柄
は
、
資
料
館
で

日
本
軍
の
銃
を
前
に
し
て
、
銃
器
に
詳
し
い
先
生
が

「
こ
の
銃
は
訓
練
用
だ
。

ま
と
も
に
弾
は
出
な
い
。
」
と
言
わ
れ
た
時
で
し
た
。
そ
の
と
き
、
銃
と
い
う

モ
ノ
を
通
し
て
絶
望
的
な
戦
闘
に
望
ん
だ
人
々
の
気
持
ち
の

一
端
に
触
れ
た
よ

う
な
気
が
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
思
い
は

一
見
、
不
必
要
と
も
思

え
る
ほ
ど
の
モ
ノ
に
関
す
る
知
識
が
な
く
て
は
得
ら
れ
な
い
も
の
で
す
。

③

「
ベ
イ
ブ
リ
ッ
ジ
の
海
側
」
に
注
目

羽
田
空
港
か
ら
バ
ス
を
利
用
し
て
横
浜
に
来
ら
れ
た
先
生
方
は
横
浜
ベ
イ
ブ

リ
ッ
ジ
を
通
ら
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
ベ
イ
ブ
リ
ッ
ジ
か
ら
は
、
日
本

一
高

い
ビ
ル
で
あ
る
ラ
ン
ド

マ
ー
ク
タ
ワ
ー
を
始
め
と
し
た

「
み
な
と
み
ら
い
２１
」

の
街
並
み
に
目
を
奪
わ
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
過
去

一
ｏ
ｏ
年
間
に

わ
た
る
横
浜
経
済
の
発
展
を
に
な
っ
た
の
は
、
ベ
イ
ブ
リ
ッ
ジ
の
足
元
や
オ
フ
イ

ス
街
と
は
反
対
側

（海
側
）
に
あ
る
港
の
ふ
頭
を
中
心
と
し
た
地
域
で
す
。
今

後
、
導
入
さ
れ
る
総
合
的
な
学
習
を
中
心
に
足
元
の
出
来
事
の
歴
史
に
注
目
す

る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
歴
史
教
育
に
よ
つ
て
、
時
代
の
様

相
や
本
質
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

二
、
建
築
史
と
関
係
す
る
授
業
実
践

現
在
の
日
本
人
の
生
活
は
椅
子
の
利
用
を
始
め
と
し
て
、
西
洋
文
化
や
技
術

に
由
来
す
る
も
の
が
大
変
に
多
く
あ
り
ま
す
。
日
本
史

・
世
界
史
に
か
か
わ
ら

ず
西
洋
文
化

・
技
術
に
関
係
す
る
学
習
は
大
切
で
す
。

西
洋
建
築
を
西
洋
史

の
文
化
史
学
習
の

一
項
目
と
し
て
扱
う

の
で
は
な
く
、

い
ろ
い
ろ
な
場
面
で
扱
う
こ
と
が
可
能
で
す
。
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①

世
界
史
授
業
で
の
実
践

西
洋
建
築
は
、
ロ
ー
マ
時
代
の
ア
ー
チ
技
術
の
確
立
に
よ
つ
て
あ
ら
ゆ
る
可

能
性
が
生
ま
れ
た
と
い
つ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ア
ー
チ
構
造
を
持
つ

建
物
や
橋
な
ど
を
写
真
で
確
認
し
な
が
ら
、
キ
ー
ス
ト
ー
ン
を
頂
点
と
し
た
石

組
み
を
確
認
し
た
り
し
な
が
ら
授
業
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
定
期
試
験
で

は
左
の
図
形
を
キ
ー
ス
ト
ー
ン
と
し
て
ア
ー
チ
を
書
い
て
み
る
と
い
う
出
題
な

ど
を

し

て

い
ま
す
。

②
　
日
本
史
授
業
で
の
実
践

毎
年
五
月
に
行
わ
れ
る
横
浜
や
鎌
倉
の
ハ
イ
キ
ン
グ
で
の
事
前
学
習
で
は
、

「
西
洋
館
を
探
せ
」
と
題
し
て
明
治
期
か
ら
戦
前
期
ま
で
に
建
て
ら
れ
た
近
代

建
築
を
街
並
み
か
ら
探
し
出
す
ポ
イ
ン
ト
を
レ
ク
チ
ヤ
ー
し
て
い
ま
す
。

・
煙
突
を
探
せ
↑
暖
房
は
暖
炉
や
ス
チ
ー
ム
に
よ
つ
た
の
で
煙
突
が
必
要

・
縦
長
窓
を
探
せ
―
レ
ン
ガ
建
築
で
は
大
き
な
窓
は
技
術
的
に
難
し
い

。
小
さ
い
ガ
ラ
ス
窓
を
探
せ
↑
大
き
な
ガ
ラ
ス
は
技
術
的
に
困
難
で
価
格
も

昔
向
い
。

・
ス
ク
ラ
ッ
チ
タ
イ
ル
を
探
せ
↑
帝
国
ホ
テ
ル
で
使
用
さ
れ
た
ひ
っ
か
き
傷

を
つ
け
た
よ
う
な
タ
イ
ル
ス
ク
ラ
ッ
チ
タ
イ
ル
は
昭
和
初
期
に
好
ん
で
使

用
さ
れ
た
。
（例

¨
首
相
官
邸
）
な
ど
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
こ
れ
ら
の
見

分
け
方
を
理
解
し
て
い
れ
ば
、
日
本
全
国
の
街
並
み
か
ら
近
代
西
洋
建
築

を
見
出
す
こ
と
が
可
能
で
す
し
、
そ
れ
は
そ
の
街
の
近
現
代
史
を
知
る
手

が
か
り
と
し
て
も
有
効
で
す
。

三
、
　

建
築
か
ら
見
た
近
代
史

学
問
上
の
議
論
は
さ
て
お
き
、
日
本
の
近
代
建
築
史
を
授
業
で
扱
う
場
合
は

大
き
く
三
つ
の
時
期
に
分
類
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
明
治
初
期
は
、
コ
ン
ド

ル
の
教
え
を
う
け
た
辰
野
金
吾
ら
工
部
大
学
校
造
家
学
科

（後
の
東
京
帝
大
建

築
学
科
）
の
卒
業
生
が
主
導
し
た
西
洋
建
築
の
学
習

・
模
倣
期
で
す
。
明
治
期

建
築
界
の
三
大
巨
頭
の

一
人
で
あ
り
、
米
国
や
ド
イ
ツ
で
学
び
官
庁
建
築
に
強

い
影
響
力
を
も

っ
た
妻
木
頼
黄
が
設
計
し
た
横
浜
正
金
銀
行
本
店

（現

。
県
立

歴
史
博
物
館
）
の
建
物
も
西
洋
の
様
式
に
厳
密
に
の
っ
と

っ
て
設
計
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
よ
う
な
学
習
期
の
建
築
の
集
大
成
と
も
言
え
る
も
の
で
す
。
次
の
明

治
後
期
か
ら
大
正
期
は
、
横
浜
に
現
存
す
る
日
本
最
古
の
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト

ビ
ル
で
あ
る
横
浜
三
井
ビ
ル
を
設
計
し
た
遠
藤
於
菟
の
作
品
に
見
ら
れ
る
よ
う

な
既
存
の
古
典
様
式
か
ら
離
れ
た
自
由
な
創
造
の
時
期
で
す
。
そ
し
て
、
昭
和

初
期
か
ら
戦
前
期
は
、
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
グ
ラ
ン
ド
を
建
築
し
た
渡
辺
仁
設
計
の

東
京
国
立
博
物
館
本
館
や

「わ
が
国
」
風
を
設
計
条
件
と
し
た
コ
ン
ペ
の
入
選

作
を
基
に
し
て
設
計
さ
れ
た
神
奈
川
県
庁
本
庁
舎
に
代
表
さ
れ
る
帝
冠
様
式
の

建
築
が
あ
ら
わ
れ
る
時
期
で
す
。

武
道
や
稽
古
事
で
は

「守
破
離
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
最
初
は
先
生

の
教
え
を

「守
」
り
、
習
得
す
る
時
期
で
す
。
次
は
、
先
生
の
教
え
を

「破
」

り
、
自
分
で
工
夫
を
し
て
み
る
時
期
で
す
。
そ
し
て
、
最
後
に
今
ま
で
の
慣
例

な
ど
の
囚
わ
れ
か
ら

「離
」
れ
て
、
自
分
の
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
を
確
立
し
て
ゆ

く
時
期
が
や
っ
て
き
ま
す
。

帝
冠
様
式
を
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
の
発
露
と
評
価
す
る
か
、
欧
米
列
国
の
文
化
に

対
す
る
強
烈
な
対
抗
心
の
あ
ら
わ
れ
と
捉
え
る
か
と
い
う
問
題
は
あ
り
ま
す

が
、
近
代
建
築
史
を
学
ぶ
こ
と
で
日
本
人
と
西
洋
文
明
と
の
か
か
わ
り
方
、
さ

ら
に
言
え
ば
日
本
近
代
史
の

一
つ
の
側
面
を
浮
き
彫
り
に
で
き
る
の
か
も
し
れ
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ま
せ
ん
。

四
、
横
浜
に
現
存
す
る
特
色
あ
る
近
代
西
洋
建
築

横
浜
で
は
、
以
上
の
よ
う
な
時
代
の
様
相
を
表
す
建
築
物
の
他
に
横
浜
な
ら

で
は
の
建
築
物
も
多
数
存
在
し
て
い
ま
す
。
山
手
の
洋
館
群
は
、
関
東
大
震
災

に
よ
つ
て
壊
滅
的
な
打
撃
を
受
け
て
再
建
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
地
震
に
弱
い

レ
ン
ガ
造
は
敬
遠
さ
れ
る
と
と
も
に
、
貿
易
の
主
導
権
を
日
本
人
に
奪
わ
れ
つ

つ
あ

っ
た
外
国
人
達
の
経
済
力
と
い
う
面
か
ら
も
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
が
木
造
住

宅
と
な

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
震
災
復
興
期
に
ま
と
ま

っ
て
建
築
さ
れ
た
た
め

に
ど
の
建
築
も
デ
ザ
イ
ン
に
モ
ダ
ン
さ
を
持
つ
と
と
も
に
、
窓
に
網
戸
が
取
り

付
け
ら
れ
る
な
ど
日
本
の
気
候
風
土
に
配
慮
し
た
造
り
に
な

っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
港
に
残
る
埠
頭
の
遺
構
や
倉
庫
建
築
群
も
そ
の
構
造
か
ら
、
貿
易
の
規
模

や
扱
わ
れ
た
品
物
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
り
、
さ
し
ず
め

「
日
で
見
る
日
本
近

代
史
」
と
も
い
う
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

五
、
他
の
地
域
で
の
可
能
性

他
県
の
先
生
方
と
会
話
を
す
る
と
、
「神
奈
川
は
鎌
倉

・
横
浜
が
あ
り
、
郷

土
史
と
教
科
書
学
習
が
結
び
付
け
や
す
い
」
と
い
う
お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
す
。

確
か
に
神
奈
川
県
は
め
ぐ
ま
れ
た
環
境
に
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
モ
ノ

を
通
し
て
の
歴
史
学
習
、
特
に
今
回
の
テ
ー
マ
で
あ
る

「
二

一
世
紀
を
切
り
拓

く
歴
史
教
育
、
多
文
化
共
生
の
時
代
を
生
き
る
」
は
ど
の
地
域
で
も
展
開
が
可

能
で
す
。

建
築
に
限
定
し
て
も
、
戦
前
に
建
て
ら
れ
た
小
学
校
の
校
舎
、
和
式
の
住
宅

に
併
設
さ
れ
た
西
洋
館
、
戦
後
の
日
本
で
生
み
出
さ
れ
た
ダ
イ
エ
ン
グ
キ
ッ
チ

ン
、
畳
の
生
活
と
椅
子
の
生
活
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
手
が
か
り
が
あ
り
ま
す
。
例

え
ば
東
京
国
立
博
物
館
で
す
が
、
正
面
の
本
館
の
建
物
は
昭
和
初
期
に
建
築
さ

れ
た
帝
冠
様
式
の
建
物
で
す
。
ま
た
、
正
面
向
か

っ
て
左
側
に
あ
り
、
大
正
天

皇
の
結
婚
に
際
し
て
市
民
た
ち
か
ら
皇
室
に
献
上
さ
れ
た
表
慶
館
は
西
洋
古
典

様
式
の
傑
作
と
も
い
え
ま
す
。
こ
こ
か
ら
も
大
正
と
い
う
時
代
の
雰
囲
気
と
昭

和
戦
前
期
と
い
う
時
代
の
様
相
を
対
比
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
付
け

加
え
れ
ば
、
正
面
向

っ
て
右
側
の
東
洋
館
、
近
年
、
新
築
さ
れ
た
法
隆
寺
宝
物

館
な
ど
は
、
四
角
い
箱
に
四
角
い
窓
を
原
型
と
し
た
モ
ダ
ン
様
式
の
建
物
で
あ

り
戦
後
と
い
う
時
代
を
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
る
建
築
で
す
。
こ
れ
ら
の
身
近

な
生
活
文
化
に
関
す
る
調
査
や
発
表
を
中
心
と
し
た
学
習
な
ど
を
通
じ
て

「歴

史
的
な
思
考
」
を
育
む
教
育
の
実
践
も
可
能
だ
と
思
い
ま
す
。

〈主
な
参
考
文
献
〉

『建
築
散
歩
２４
コ
ー
ス

・
東
京
横
浜
編
』

志
村
直
愛
他
著
　
山
川
出
版
社
刊

以
下
、
全
歴
研
当
日
に
配
布
し
た
プ
リ
ン
ト
類
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。
掲
載

し
た
プ
リ
ン
ト
の
作
成
上
の
留
意
点
は
、

。
モ
ノ
を
見
つ
め
る
こ
と
を
通
し
て
歴
史
を
読
み
取
る
努
力
を
す
る
。

・
郷
土
史
が
教
科
書
の
歴
史
と
関
係
深
い
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

・
知
識
の
み
で
な
く
歴
史
的
な
事
柄
の
考
察
を
す
る
過
程
を
大
切
に
す
る
。

な
ど
で
す
が
、
日
々
が
試
行
錯
誤
の
状
態
で
す
。
ま
た
、
新
課
程
で
の
教
科
書

が
オ
ー
ル
カ
ラ
ー
化
さ
れ
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
し
、
マ
ル
チ
メ
デ
ィ

ア
の
発
達
は
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
意
味
か
ら
も
モ
ノ

を
出
発
点
と
し
た
教
材
作
り
を
こ
れ
か
ら
も
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
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あ之雄ρ家時け
.輌
夕1義が磯″ 科 年 組 番

氏名

1.下のそれぞれの ドアは、なに様式風か。考えられうる様式とその理由を述べよ。

(な お、一つの ドアでも複数の様式が交じり合っているので、答えも一つではない)

①l.様式 ②様式 ③様式

2.判断 した理由 判断した理由 判断した理由

2.次の様式で写真の教会の外装をリフォームしたと仮定して、絵を書いてみよう。

①ゴシック風

②国際様式風

一一
●
―

一■
．

・f_

'i_

鳥

Ｉ
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2 日本近代建築史 (横浜で見られるものを中心に)

1.擬洋風建築

尋

(旧横浜正金銀行・明治37年 )

3.反逆児 !

(山手資料館・明治42年 )

2.西洋正統派建築の学習

横浜三井ビル (明治44年 )

晨
重

、 ヽ  :

::,
｀

:

ちよつとついでに

柱の形に注目 |

(大倉山記念館・昭和 7年 )

右に柱をスケッチしよう

復習

どの石を取 り除く

とビルは大きく崩

れるだろうか ?

○をつけよう |

軒のあたりが和洋折衷だね…

日本人が「みようみまね」でつくった「洋風」建築

長崎などに多く残されているよ

どんなもんだい、立派な ドームと

複数階にまたがる立派な柱 (大オーダー)

しかも本物の石造りだぜ

妻木頼黄設計・工事主任遠藤於菟

の名コンビによるルネサンス (バロック)

様式の傑作

①もともとは、何に使用された建物

だろうか

②現在は、何として使用されているの

だろうか(→そのためにどんな改造

をした)

煙突だ
おいらは、日本で最初の鉄筋コンクリートビルの一つ

ただし、半分は昭和の増築だ。設計は古典様式を一

つもつくらなかった遠藤於菟だぜ。

白タイル張りだし、角を曲線処理したりして、おしゃ

れだろ。

④増築部分は左右どちらか、判断した理由も述べよう。
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4.横浜モダニズム

(エ リスマン邸・大正15年 )

(下・旧ライジングサン石油社宅・昭和 4年 )

`

^l・ ‐‐ .

f響 1嘔
・

5.わが国風の足音

rt
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えっ なんかモデルハウスみたいだって ?

レーモンドお得意のモダンスタイルさ |

①セールスマンのつもりでこの家の良い
点をアピール しよう。

左下の家 と比べて |(デザィン・窓)

チヨツト真面目な話

横浜の近代建築の特色を一言でいうと「モダン」
になるだろう。

日本で最初の鉄筋コンクリー トビルが白いタイルで

覆われ、昭和初期の住宅がまるで現在の住宅展示場
にあるかのような洋館で、左のアパート (現在のフェ

リス女学院校舎)も 遠目で見れば、lo年前のビルだ
といっても分からない。
「モダン」だということは、逆にいえば観光資源

として、成り立ちにくいということだ。だから、横
浜の近代建築は、マンション建築ブームの今、取り
壊しかどうかの瀬戸際に立たされているものが多い。

アメリカからの定期航路があった横浜に流入した

文化の遺産であるこれらの建物にもう少し目を向け
よう。

そして、それらの建物が、現在どんな風に利用さ
れ現代に息づいているか、どの建物が壊されようと
しているか。調べよう。

部分的には日本風の部位がないのに…なぜか 日本風
に見える !?

西洋文化に対抗する「わが国風」の建物

塔は、海から見えるものとして設計のコンペの用件
に入っていた。

②他に塔のある建物を挙げよう
(ど こから見える? なぜ塔をつくった?)

(神 奈川県庁本庁舎・昭和 3年 )

1漂薔
:

●^
　
　
一薄

１

一

　

苺

■

一攣
与
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科 年 組 番

氏名

1.貿易の遺産をたずねて

2.関東大震災の傷跡をたずねて

横浜第二合同庁舎

(旧生糸検査所 )

この建物の後ろにある帝蚕倉庫の倉庫群にも注目。

形が、富岡製糸場の倉庫とソックリだ。・…何を入れたんだろうか

関内地区の古い倉庫に注目…居留地時代の倉庫 も近年発見。

(倉庫には何が入っていた? 荷役や輸送はどのように行われた ?)

横浜税関庁舎遺構 (新港埠頭内)

この他、赤レンガ倉庫も1号倉庫が小さいのは壊れたあと規模を縮小

して修復をしたからだし、山手にはブラフ80メ モリアルテラスという

遺構がある。

(3つ とも見学すれば…上の答えはわかる)

3.港から見えた 3つの塔…名前は自分で調べて |

キング=本当の名前は ?

クイーン=本当の名前は?       ジヤック=本当の名前は ?

4.横浜は神戸・長崎など他の開港場とくらべて、近代洋風建築が少ない理由を、ブラフ80番

旧平沼駅 という言葉を使用して説明しよう。
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L日□由

国 目目
日 ①このレリーフは、なんだ?

②関東大震災で崩壊した庁舎あとだ。どうしてこんなに簡単に

壊れてしまったのだろうか。素材や建築方法から考えよう

と
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